
問

に

答

ふ

注意

水
彩
畫

に
關
係
あ
る
も
の
に
限
る

◎
の
印
は

答
。
一
般
に
對
し
て
利
益
な
き
も
の
は
載
せ
ず

■
夜
間
講
習

を
な
す
市
内
の
洋
畫

研
究
所
の
全
部

所
在
所
及
名
稱

を
知
り
た
し
(
會
員

の

一
人
)◎
下

谷
區
谷
中
眞
島
町

一
番
地
大
平
洋
畫
會
研
究
所
、

赤
坂
町
溜
池
町
白
馬
會
研
究
所

、
本
郷
區
菊
坂
町

菊
坂
研
究
所
、
其
他
は
不
明
但
本
會
研
究
所
に
於

て
も
七
月
新
築
落
成
の
上
は
夜
間

も

開

校

す

べ

く
、
場
處

は
小
石
川
區

水
道
端

町
服
部
坂
下
な
り

■
一
　

鉛
筆
畫

を
習
ふ
に
臨
本
以
外
參
考
と
な

る

良
書
あ
り

や
　
二
　
鉛
筆
畫

は
我
流
の
寫
生
に
て

發
達
し
得
べ
き
や
　

三
　
美
術
學
校
本
科

の
入
學

試
驗

の
實
技
は
鉛
筆
畫

な
り
や
又
は
水
彩
畫
な
り

や
(旭
川
S
生
)◎
一
　

三
宅
氏
の
墨
繪

講
話
の
ほ

か
知
ら
ず
、
船
來
書
に
は
あ
る
べ
し
丸
善
よ
り
日

録
を
と
り

よ
せ
調
べ
ら
れ
よ
　

二
　
專
門
家
の
作

を
參
考
に
し
て
忠
實
に
勉
強
せ
ば
獨
習
に
て
も
進

歩
す
べ
し
　
三
　
本
年
は
木
炭
畫

の
み
な
り
し
、

入
學
希
望
者
は
出
來
得
べ
く
は
試
驗

前

三
四
ヶ
月

間
を
洋
畫
研
究
所
に
於
て
練
習
す
る
を
要
す
■
一

　
淺
井
忠
氏
の
中
學
用
水
彩
畫
臨

本
を
見
る
に
其

筆
遣

ひ
日
本
畫

に
於
け
る
筆
勢

と
も
云
ふ
べ
き
も

の
な
り
。
又
他
の
人
の
臨
本
に
は
こ
の
筆
勢
を
見

受
け
ず
、
右
の
筆
勢
と
い
ふ
事
は
水
彩
畫

の
價
値

に
大
な
る
影
響
あ
り

や
　
二
　
右
淺
井
氏
の
如
き

臨
本
に
よ
り

て
筆
遣

ひ
を
學
習
す
る
の
可
否

(
旭

川
S
生
)
◎
筆
勢
と

い
ふ
が
如
き
は
初
學
者
に
要

な
し
、
殊
更
學
ん
で
得
た
る
筆
勢
は
債
値
な
し
、

か
ゝ

る
事

に
迷
は
ず
自
然
を
眞
面
目
に
研
究

さ
れ

た
し
■
水
彩
畫

に
て
は
日
本
畫

に
て
岩
石
草
花
等

を
描
く
時
の
如
く
、
其
場
に
從
ひ
て
筆
遣

ひ
を
硬

く
或
は
軟
く
し
て
其
物
の
性
質
を
現
は
す
を
手
段

と
す

る
も
の
な
り

や
、
又
絶
對
的

に
色
に
よ
り
て

之
を
な
す
も
の
な
り

や
(旭
川
愛
讀

生
)◎

『み
づ

ゑ』

二
十
三
主
觀

と
客
觀

を
再
讀

さ
れ
た
し
、
要

は
其
者
の
眞
を
寫

し
感
じ
を
寫

す
上
に
於
て
都
合

よ
き
方
法

に
從

へ
ば
可
な
り
■
一
　
寫

眞
例
題
集

を
見
カ
メ
ラ
を
以
て
撮
影

し
て
水
彩
畫

を
畫
く
に

効
能
あ
り

や
、
又
參
考
と
な
す
に
は
如
何
な
る
點

な
り

や
　
二
　

ワ
ツ
ト

マ
ン
紙

の
紙
の
目
縦
横
何

れ
に
て
も
使
用
差
支

な
き

や
(兵
庫
M
Y
生
)
◎
一

　
寫

眞
家
は
繪
畫

を
學
ふ
必
要
あ
れ
ど
畫
家
は
必

ず
し

も
寫
眞

の
必
要
を
認
め
ず
、
瞬
時
に
變
ゆ
く

雲
、
水
の
影
、
動
く
人
物
鳥
獣
の
如
き
、
寫
し
置

き
て
繪

の
上
に
用
ゆ

る
事
あ
れ
ど
、
夫
す
ら
鉛
筆

の

ス
ケ
ッ
チ
程
の
効
も
な
し
、
但
參

考
と
し
て
位

置
濃
淡
の
調
子
等
大
に
得
る
處
あ
れ
ど
、
是

と
て

あ
ま
り
初
學
の
人
に
は
解

せ
ざ
る
べ
し
　

二
　
差

支
な
し
◎
中
等
教
員

の
文
部
省
檢
定
試
驗

を
受
く

る
資
格
は
中
學
校
卒
業
者
に
限
る
や
又
は
自
修
中

學
程
度
に
て
も
よ
き
や
(
K
O
生
)◎
中
學
校
及
師

範
校
卒
業
以
上
　
自
修
者
に
て
は
資
格
な
し
■

一

　
橋
本
辻
永
兩
先
生
の
「
洋
畫

一
斑
」
と
小
林
氏
の

「水
彩
畫

一
斑
」
と
の
發
行
所
及
定
價

　
二
　
肉
筆

臨
本
の
紙
質
は
何
な
る
や
(
春
山
生
)◎
水
彩
畫

一

斑
は
日
本
橋
丸
善
書
店
發

行
定
價

七
十
錢
?

他
は

未
詳
　
二
　
ワ
ツ
ト
マ
ン
紙
な
り

◎
石
井
柏
亭
山
本
鼎
兩

氏

の
主

と
し

て
編
輯

せ
ら

る

ゝ
月
刊
雜

誌
『
方

寸
』
は
其
第

一
號
を
去
月
十

五

日
發

行

せ
ら
れ
た
り

、
菊

判

二
倍

大

八
頁

の
薄
き

雑
誌

な
れ
共

、
全

部
六
號
組

に

て
、
所

々
兩

氏
の

自
畫

石
版

自
刻

木
版
等
を
挿

み
、
體

裁
極

め
て
瀟

洒

に
、
文

字
簡
潔
頗

る
諷
刺

に
富

め
り
。

先
頃
發

刊

せ
し
平

旦
の
後
身
と
も
見

る
べ
き
も
の

か
、
由

來

此
種

の
雜

誌

は
經
營

困
難
に
し

て
永
續

せ
さ

る

も

の
多
け
れ

と
も
、
石
井

氏
は
素

よ
り
營

利
の
目

的

に
あ
ら
ね

ば
飽
迄
繼
續

す
る
決

心

な

り

と

い

ふ
、
吾

人
は
茲

に
新

し
き

思
潮
を
傳

ふ
べ
く
本
誌

の
發

刊

せ
ら
れ
し
を
祝

す

と
共
に

『
み
づ

ゑ
』
讀

者

に
と
り
て
も
有
益
な

る
好
伴

侶
を
得
た

る
を
喜

ぶ
。

　
　
　
　
　
■

　
■
　
■

本
年
夏
期
講
習
會
の

一
部
を
長
野
縣
澁
温
泉
附
近

に
開
催

と
決
し
申
候
　
講
師
は
丸
山
晩
霞
河
合
新

藏
の
二
氏
に
し
て
、
都
合
に
よ
り
大
下
藤
次
郎
氏

も
出
席
可
致
候
、
講
習
課
目
は
墨
繪

、
パ
ス
テ
ル

水
彩
畫

、
透
視
畫

法
等
、
詳
細
は
規
定
出
來
次
第

進
呈
致
す

べ
く
に
付
、
希
望
者
は
豫
め
申
込
有
之

度
候
。


